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研 究 の 概 要

１）調査研究の目的及び必要性

肺炎球菌は肺炎の主要原因の一つである。特に、高齢者における肺炎球菌肺炎の重症化予防は重要な課題であるこ

とから、平成 年度から成人用肺炎球菌ワクチンの定期接種が開始された。ワクチン定期接種化の効果を検証するた

めには、定期接種開始前後において、肺炎球菌肺炎による入院患者数の変化を解析することが必要である。しかし、

現行のサーベイランスでは、肺炎球菌肺炎は対象疾病ではないため、患者数等の実態は不明である。そこで、本研究

では、診療報酬明細（レセプト）のデータを用いて肺炎球菌肺炎の入院患者情報の解析し、実態を明らかにすること

を目的とした。また、肺炎球菌ワクチンの接種状況についても解析を行った。

２）調査研究の概要

福岡県後期高齢者医療広域連合の加入者のうち、平成 年度から 年度までに肺炎球菌肺炎を主傷病として入院し

た 歳以上の患者（ 人）のレセプトデータを用いて、年度別入院患者数の推移、年齢・性別、入院日数、医療

費、併存疾病、ブロック別、二次医療圏別の入院患者数の比較を行った。また、福岡県における高齢者の肺炎球菌ワ

クチンの接種者数と接種対象年齢の人口データから接種率を推計した。

３）調査研究の達成度及び得られた成果（できるだけ数値化してください。）

○肺炎球菌肺炎を主傷病として入院した患者数の年度別推移を解析した結果、平成 年度に減少し、 年度に増加し

たことが明らかになった。人口に対する患者数の年度別の比率は、 ～ ％であった。

○肺炎球菌肺炎の入院患者に性差は特に見られず、年齢区分別では男女とも 歳代が多いことを明らかにした。

○肺炎球菌肺炎の入院患者の併存疾病を解析した結果、高血圧、肺疾患、うっ血性心不全の順に多かった（併存疾病

の種類は、 指数の疾病カテゴリーや高血圧及び肺炎以外の肺炎球菌感染症等、 種類について解析）。

○上述の併存疾病の有無によって総診療日数及び総医療費に差があるかを調べた結果、総診療日数は 種類の併存疾

病、総医療費は 種類の疾病で明らかな差が見られた（有意水準 ％）。

○地域ブロック別の入院患者数は福岡ブロックが最も多かった。

○患者住所地及び医療機関所在地を二次医療圏別に分け、患者がどの地域の医療機関に入院したかを解析した結果、

患者住所地と同じ地域の医療機関に入院していることを明らかにした。

○福岡県の 歳以上における肺炎球菌ワクチン接種率を推計した。年齢別では、 歳の接種率が最も高かった。

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献

本研究から得られた結果は、高齢者における感染症対策（特に肺炎対策）に寄与できるものと考える。また、成人

肺炎球菌ワクチンの事業評価の基礎資料として利用できる。

５）調査研究結果の独創性，新規性

レセプトデータを用いて高齢者における肺炎球菌肺炎の入院患者数、併存疾患と入院期間との関係等を解析した事

例はこれまでになく、新規性がある。

６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性）

本研究で明らかになった、肺炎球菌肺炎の入院患者数等の実態及びワクチン接種率の推計データは、感染症に関す

る行政施策に活用できる可能性がある。
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